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令
和
２
年
度

　

令
和
２
年
度
秋
田
市
文
化
章
の
受
章
者
が
、
次
の
み
な
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し

た
。
文
化
章
は
、
芸
術
、
学
術
、
産
業
、
経
済
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
分

野
で
市
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
11
月
４
日
(水)
午
後
４
時
か
ら
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
一
般
参
列
は
、
事
前

申
し
込
み
制
で
、
先
着
20
人
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月
21
日
(水)
午
前
８
時

30
分
か
ら
文
化
振
興
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ･

申
し
込
み
】
文
化
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
６
０
７

秋
田
市

文
化
章

多大な
貢献を称

た た

えて技
芸(

箏
曲)

村
田
敏
子
さ
ん

藤
原
賢
一
さ
ん

戸
嶋
梅ば

い

せ

ん千
さ
ん

(

本
名 

戸
嶋
豊
勝)

辻 

良
之
さ
ん

　

昭
和
40
年
に
箏
曲
教
室
を

開
軒
し
、
長
年
、
後
進
の
指

導
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
三
曲
連
盟

の
役
員
と
し
て
演
奏
会
に
積

極
的
に
参
画
し
、｢

国
民
文
化

祭
あ
き
た
２
０
１
４｣

な
ど
の

事
業
を
成
功
に
導
く
と
と
も

に
、
箏
を
通
じ
た
国
際
交
流

に
も
取
り
組
み
、
現
在
は
会

長
と
し
て
、
本
市
の
箏
曲
文

化
の
振
興･

発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

秋
田
市
竿
燈
会
会
長
と
し

て
、
竿
燈
ま
つ
り
の
普
及
や

技
術
の
向
上
、
後
継
者
の
育

成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、｢

東
北
六
魂
祭

２
０
１
５ 

秋
田｣

を
成
功
に
導

い
た
ほ
か
、
国
内
外
に
多
数
出

竿
し
、
竿
燈
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の

増
加
に
貢
献
さ
れ
、
昨
年
会
長

を
退
い
た
の
ち
は
、
名
誉
会
長

と
し
て
竿
燈
の
保
存･

振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
秋
田
県
自
動
車
販

売
店
協
会
な
ど
、
同
業
界
関

連
の
団
体
に
お
い
て
重
責
を

担
い
、
業
界
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
延
辺
州
と
の

交
流
推
進
会
を
設
立
し
、
国

際
交
流
に
取
り
組
む
ほ
か
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
役
員

を
務
め
、
地
域
貢
献
活
動
に

取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
地

域
産
業
の
振
興･

発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
民
謡
各
団
体
に
所

属
し
、
後
進
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

民
謡
の
企
画･
事
業
に
参
画

し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
港
の
唄
全
国
大
会

を
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
多
く
の
か
た
に
愛
唱
さ

れ
て
い
る｢

秋
田
よ
い
と
こ｣

を
作
曲
す
る
な
ど
、
本
市
民

謡
文
化
の
振
興･

発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
文
化

芸
能(

民
謡)

産　

業

秋
田
市
歴
史
叢そ

う

書し

ょ

14

｢

栗
林
広こ

う

運う
ん

日
記
３｣

を

刊
行
し
ま
し
た

　

秋
田
藩
に
お
い
て
金
穀(

金

銭
や
米
穀
な
ど)

を
献
納
し
て

士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
、
海

岸
防
備
の
た
め
移
住
さ
せ
ら

れ
た
栗
林
広
運
家
に
伝
来
し

た
日
記
全
16
冊
の
う
ち
、
慶

応
２(

１
８
６
６)

年
か
ら
明

治
４(

１
８
７
１)

年
ま
で
の

６
冊
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

戊ぼ

辰し
ん

戦
争
や
版
籍
奉
還
、

廃
藩
置
県
と
続
く
時
代
の
激

変
に
必
死
に
対
応
し
よ
う
と

す
る
秋
田
藩
の
状
況
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｂ
５
判･

174
ペ
ー
ジ
。
市
役

所
分
館
１
階
の
文
書
法
制
課

文
書･

歴
史
資
料
担
当
で
、
１

部
１
千
円(

税
込)

で
頒は

ん

布ぷ

し

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

☎(

８
８
８)

５
４
２
８



　

市
で
は
、
情
報
通
信
技
術
分
野
に
お

け
る
任
期
付
職
員
１
人
を
募
集
し
ま

す
。
任
期
は
来
年
４
月
か
ら
３
年
間
。

た
だ
し
、
５
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

任
期
を
更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
10
月
19
日
(月)
か
ら
配
布

す
る
受
験
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
５
３
２
８

受
験
資
格
▼

昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
か
た

①
情
報
通
信
業
に
属
す
る
企
業
に
お
い

て
、
15
年
以
上(

今
年
３
月
末
現
在)

の

実
務
経
験
が
あ
る
か
た
。
た
だ
し
、

情
報
処
理
技
術
者
お
よ
び
営
業
職
の

両
分
野
に
お
け
る
実
務
経
験
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
実
務
経
験
を
合
わ
せ

て
15
年
以
上
あ
る
場
合
に
限
る

②
情
報
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
管

理
職
と
し
て
参
画
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
の
経
験
が
あ
る
か
た

③
民
間
企
業
、
国
ま
た
は
地
方
自
治
体

に
お
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
か
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐

官
の
経
験
が
あ
る
か
た

受
験
案
内
書
の
配
布
場
所
▼

市
役
所
１
階

総
合
案
内
、
４
階
人
事
課
、
各
市
民
Ｓ

Ｃ(

中
央･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
秋
田
市
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー(

東
京

都
千
代
田
区)

、
同
八
重
洲
セ
ン
タ
ー(

中

央
区)

受
験
申
込
期
間
▼

10
月
19
日
(月)
か
ら
11
月

20
日
(金)
ま
で(

消
印
有
効)

●
問
い
合
わ
せ　

受
験
資
格･

職
務
内

容
な
ど
…
情
報
統
計
課
☎(

８
８
８)

５
４
６
８
、
申
込
方
法･

勤
務
条
件
な
ど

…
人
事
課
☎(

８
８
８)

５
４
２
９

　

学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
地
域
協
議

の
第
２
段
階
で
あ
る
学
校
統
合
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
河
辺
地
域
の
河
辺

小
、
戸
島
小
の
２
校
は
、
対
象
校
の
関

係
者(

地
域
代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表)

で
、
統

合
の
可
否
を
検
討
中
で
す
。

　

そ
の
第
２
回
と
な
る
学
校
統
合
検
討

委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
傍
聴
希
望
の
か
た
は
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時･

会
場
▼

11
月
５
日
(木)
午
後
６
時
30

分
〜
７
時
30
分
、
河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
で
。

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す(

定
員
を
超
え

た
場
合
は
入
場
制
限
あ
り)

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
適
正
配
置
推
進

室
☎(

８
８
８)

５
８
１
２

７　広報あきた　2020年10月16日号

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

申
請
書
兼
代
理
受
領
委
任
状｣

を
記

入
し
、
助
成
額
を
差
し
引
い
た
接
種

料
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
本
人

確
認
書
類(

保
険
証
な
ど)

と
印
鑑(

申

請
者
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不

要)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

協
力
医
療
機
関
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
る
か
、
健
康
管
理
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
②　

①
以
外･
市
外･

県
外

の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

　

医
療
機
関
で
接
種
料
金
を
全
額
支

払
っ
た
あ
と
、
健
康
管
理
課(

八
橋

の
市
保
健
所
１
階)

で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い(

郵
送
可)

。

申
請
期
限
▼

来
年
３
月
10
日
(水)
ま
で

提
出
書
類
▼

健
康
管
理
課
に
あ
る｢

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助

成
金
交
付
申
請
書｣(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

と
医

療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書
の
原
本

今年度
限定！

　

今
年
10
月
１
日
か
ら
来
年
２
月
28

日
(日)
ま
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
受
け
た
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
今
年
度
に
限
り
接
種
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 【
問
い
合
わ
せ
】　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
６
２
９ 

対
象

秋
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
生
後
６

か
月
〜
16
歳
未
満(

中
学
生)

の
お
子

さ
ん
。
た
だ
し
、
16
歳
未
満
で
も
高

校
生
は
対
象
外
で
す

助
成
額

初
回
接
種
日
に
生
後
６
か
月
以
上
13

歳
未
満
の
お
子
さ
ん

＝
１
回
１
千
円(

２
回
ま
で)

初
回
接
種
日
に
13
歳
以
上
16
歳
未
満

(

中
学
生)

の
お
子
さ
ん

＝
１
回
１
千
円(

１
回
限
り)

申
請
方
法
①　

市
内
の
協
力
医
療
機

関
で
接
種
し
た
場
合

　

医
療
機
関
に
あ
る｢

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成
金
交
付

＊
医
療
機
関
に
よ
り
、
接
種
対
象
年
齢
が

決
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

＊�

掲
載
し
た
催
し
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
な
ど
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
主
催
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
で
は
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
辺
地
域
で
学
校
統
合
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
す

市
の
任
期
付
職
員
を
募
集
し

ま
す(

情
報
通
信
技
術
分
野)

子予助 子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す


